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○昨年度よりの決定事項
【定期演奏会費について】
　１．当団の団員は、定演運営役員により決められた「定期演奏会費」を納めなければならない。
　２．定演会費は、定演会計担当者の指示による支払い方法・金額により、一括または分割にて期限までに納める事とする。
　３．定演会費は、個々の団員の定期演奏会への出欠に関わらず負担することとする。
　　　但し、下記に挙げる項目で定演を欠席することとなり、定演運営役員が認めた場合には、特例として減額、免除を行うことができる。




なお、「免除」としても、　チケット配布や、部分ステージ参加など、個々に応じて、考える幅はあり、臨機応変に対応することになるようです。また、定演出場については、先日の10月合宿での総会時に決定したように、練習出席率５０％以上であることも、規約のひとつです。


○その他

　団から配布の名札を練習中はつけるようになっています。とりわけ合宿のように交流が深まり、互いを知りあうよい
機会にはつけたいものです。合宿時は名札も楽譜のそばにおいて、お忘れないようにしてください。

２０１０年５月１日　　　　作成責任及び文責　古畑　等





赤鉛筆　見たぞ聴いたぞ。「フォン・トラップ合唱団日本版Ｓさん一家ファミリーコーラス！！」


　４月４日のレストランホールは素敵な演奏会場に変身。１６０余の観客の耳を、Ｓ先生のご子息の美声が魅了しました。ご入団の経緯やそれからの海外生活、支援されたご家族のご苦労などのお話を先生ご自身が司会をされて、楽しくまた興味深く拝聴しました。


　ここで「ああ、東混のＹＫ先生と同じだ。ここにも神様（あるいは超存在）から背中を押された人がいる」と実感しました。それは、まったく偶然のビッグチャンスをゲットされたからです。幼くして音感や感性が優れた天与の才を持ち、それがご家族や優秀な指導者に認められ、適正に育てられると立派な音楽家が育つと書物にありますが、ＹＫ先生も若くしてオケを振るというビッグチャンスを得てから精進され、やがて海外へ雄飛なさっています。若きＳ君も才能と修練に加えて幸運をつかみ取る力を持っておられるのでしょう。聞けばＳ君もオケ振りの経験をすでに得られたとか。ひょっとしたら将来は素晴らしい指揮者かな（パパ負けるな）、それとも歌唱力を生かしてすごい歌手（亡きパヴァロッティも天国で感心するほどの）になられるかな。大きな楽しみであります。ファミリーコンサートの締めくくりのアンコールは「エーデルワイス」。ご家族５人のコーラスでした。一緒に聴かれた皆さん、映画サウンドオヴミュージックの終盤の名シーン、ザルツブルグの岩壁劇場でトラップ一家が最後にコーラスしたあのシーンを彷彿とされたことでしょう。ご長男のギターもご家族のコーラスも、暖かかった。「Ｓさん一家ファミリーコーラス」また聞かせてください！！





四月三日(土)


　ＶＴは和田先生。「皆さん嬉しい驚きの顔をしてください。」オオと喜ぶ顔です。「のどの奥が下がるのを感じましたか。」


　多分当選宝くじを見つけたときのような顔だと勝手に思っています。その形の口で音階の上がり下がり、五度やオクターヴの上下、ＢＲＲＲＲと唇発声をしてくださいました。


　練習開始にあたって亡き森岡滿先生を偲んで黙祷を捧げました。


男声・女声の曲をＰ練、その後「筑後川」全曲を通しアンサンブル。「皆さん、エネルギーが出ていますが、全ステージ、全曲続くわけがないので、これから手入れをしていきましょう。」と貞松先生は苦笑でした。「翼」「大地讃頌」を歌いました。東混Ｏ田ＭＡ紀さんご来場で、またご助言（別記）頂きました。


四月一七日（土）


　竹岸先生のＶＴ。背筋を立て、大きな筒をつくって下腹で支え、喉の奥を開くアクビの口で軟口蓋に呼気を当てて、鼻腔を響かせる。そのためにはＢＲＲの練習が効果的でした。


　練習曲は、男声曲・女声曲のＰ練習で最終仕上げに向かう。全体は今日は「うた３曲」・「アニメ」の通し練習でした。最後に「おんがく」・「川の祭」でシメました。





Ｂ定演直前に入団した場合　(役員の判断にて）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　免　除





○団員異動：Ａ畠中真理子さん、新たに入団されました。嬉しいお知らせです。


○合宿申し込み用紙：４月３日、配布されています。提出はパートマネージャーまで。


○第１４回定演について：定期演奏会委員西浦さん、伊藤さん


ちらしとチケットは合宿時配布予定。今年度から、まず一人１０枚を配布。なお、希望者にはさらに追加１０枚を


限度に無料配布可能です。２１枚目の追加からは３００円×枚数の金額を集金します。現在団員は８０名余。最初の配布分でも８００枚程度が出ることになり、追加配布を加算するとホールの収容可能人数はカバーできそうです。


○定演の２ステの曲決定：岡団長


第２ステージの演奏曲は男声・女声合唱など、前回連絡の通り（上記参照）に決定しました。


○メール連絡網：岡団長


団から団員向けの電子メール連絡網を整備します。希望者は別紙配布要綱で登録してください・





○強化合宿について；期日　５月１５日（土）～１６日（日）　　場所　紀伊見荘（要綱出ています。別紙参照）


○定期演奏会：７月１８日(日)　（全団員が舞台に上がれますように）


○定演会計：１２０００円（分割可）集金開始しています。


※団の※ホームページ　団員専用コーナーへは次のID番号でお入りください。※※※※※※※





シャンテ担当者古畑　等から


皆さんの原稿をお願いします。新入団等、未投稿の方は積極的にお願いします。本会報は、①全ての団員の皆様へ練習状況や連絡事項の周知徹底を。②読みやすく楽しい会報を。③団員・関係者の皆様の声を交流させる場を。という項目をモットーに毎月の発行をこころがけています。ご協力をお願いします。なお下記のメルアドで古畑までご投稿していだだけます。　　１００６ｆｍｈｉｙ＠ｊｃｍｏ．ｚａｑ．ｎｅ．ｊｐ


さて、シャンテの合宿号・定期演奏会特集号（ご来客配布）作成にあたって、今回は基本的には前回のスタイルを踏みながら、以下の２点に力を置きたいと思います。


①団員の皆さんのご投稿を活用し、団員の生の声を通して団の雰囲気をお客様に伝え、団内の親睦を深める。


②亡き森岡　滿先生を偲ぶ記事や写真を掲載し、先生のご冥福を祈る


そこで、シャンテ子としましては本日、原稿依頼を全員に配りました。


内容は、これまでの団の活動（これまでの定演・海外公演・二回の東混協演と交流・神戸センターや木曜会など他団との交流・森岡先生の思い出など）の皆さんの声をつのります。合宿特別号は本日１日までの原稿で構成しますが、定演特集号にはまだ十分時間がありますので、原稿をよろしくお願いいたします。





Ｃ休団中の場合　(休団届けを済ませている事）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　免　除





エンソウカイ、ガンバッテ


クダサイ





第３ステージ（暗譜で）


・混声合唱組曲「筑後川」


エンディング


・夜の歌


・大地讃頌


・歌声を世界に





Ａ定演の90日以上前に家事、仕事都合が入った場合で、かつ、役員に申し出がなされた場合。　　　　　　５割減額





○富田林女性コーラス


「４０周年記念演奏会」６月６日（日）　１４時開演・すばるホール


○河内長野マイタウンオペラ


「蝶々夫人」　　６月１２日（土）１６時開演、１３日（日）１４時開演


　いずれも河内長野市ラブリーホール（Ｂ中山さん出演されます）


○「虹の会」コンサート２０１０（井関先生出演されます）


「ピアノデュオ」６月１２日（土）１５時３０分開演・天下茶屋の大フィル会館





東京混声ソプラノ大ＴＡＭＡ紀さん（本団専属アドヴァイザーなんて勝手に任命）４月３日の練習にご来場されました。「筑後川全曲」・武満「うた」の「翼」・佐藤眞「大地讃頌」の練習を聴いていただきました。「筑後川」・「翼」は先の３月３日に東京で演奏されたばかりです。「『筑後川』は音楽が素晴らしい曲です。また『翼』も『大地讃頌』も、何度演奏しても難しい。身体の細胞にしみ込ませるほど練習してください。」とのお話をいただきました。来春ぐらいにはこの近くでコンサートを開きたいそうです。聞きに行きたいですね。





お断り：本号以後、ご来賓（プロ）の実名はあえて変更表記する場合があります。近年ネット検索にかかるのです。ご了解ください。





　五月になりました。ＧＷも始まります。何かと多忙な４月もようやく過ぎ、気候も安定してきました。今日は男声団員の皆さん、朝から御苦労さまです。まる一日歌ずくめですね。今月は８日にも練習が入り、１５日と１６日は合宿。練習も楽しいが夜の部の楽しさは、「隣のトトロ」です。♪♪あるこール、あるこール、私はノンベー♪♪　ちょっと違いました。懇親を深めるためにはまたとない機会。多数のご参加を望みます。











第１ステージ（暗譜で）


♢「うた（武満徹作曲）」から


・翼　・死んだ男の残したものは　・○と△の歌


♢「宮崎駿アニメ映画音楽集（信長貴富編曲）」から


・さんぽ～いつも何度でも～めぐる季節～やさしさに包まれたなら


～さんぽ


第２ステージ（決定です。詳細は下記に。）


♢（男声合唱曲）「男声合唱のためのヒットメドレーＨＡＮＡ」から


・リンゴ追分～世界に一つだけの花～赤いスイートピー～花


♢（女声合唱曲）


・野に咲く花のように


♢（混声合唱曲）「木下牧子作品から」


・さびしいカシの木


・おんがく











